
八坂地区の人口：７３５人 

男 ３６６人 

女 ３６９人 

八坂地区の世帯：３５０世帯 

（令和５年 4 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

2023 年（令和 5 年）5 月 1 日 

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会 

http://www.shinshu-yasaka.com/p20.htm 

 
3 月号の記事 

地域づくり協議会の活動から 

…２～４ページ 

八坂小中学校 …５ページ 

たけのこ保育園…６ページ 

https://www.shinshu-yasaka.com     

 

 

山留の風…６ページ 

八坂公民館から…７ページ 

人事異動…８ページ 

令和 5年 4月 7日、八坂小中学校では開校式、入学式に先駆け校名看板の除幕式を行いました。 



 

  

【地域づくり協議会】 
（１）八坂ビューポイント整備 

  11/20 八坂大滝周辺整備（石原自治振興会と共催） 参加者 30 名   
（２）陳情・要望活動 

9/14  大町建設事務所・犀川砂防事務所 正副会長（諏訪県議同行） 
9/28  国道 19 号線の整備促進に関する要望活動、〈長野国道事務所信州新町出張所〉 

      正副会長、野平舟場会長（諏訪県議同行） 
11/14  市長に関する要望活動（大町市役所、市長） 会長出席 

 
（３）地域間交流事業（八坂秋まつり）への協力 

     10/29 八坂小学校校庭 参加者 約 230 名 
   
（４）明野太陽光発電事業への対応 
   11/8 明野太陽光発電事業の合同踏査〈明野地区太陽光発電設備、2 業者の施設〉参加者 6 名 

 

令和 4 年度に実施した地域づくり協議会の主な事業 
 

令和５年３月７日、八坂地域自治組織見直し検討部会中間報告 

八
坂
地
域
自
治
組
織
見
直
し
検
討
部
会
の
久
保
剛

会
長
か
ら
北
澤
会
長
へ
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
の
検
討
内
容
と
し
て
は
、持
続
可
能
で
ス
リ
ム

化
し
た
自
治
組
織
づ
く
り
に
向
け
、引
き
続
き
地
域
課

題
の
整
理
を
行
い
つ
つ
次
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
・
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

①
事
業
の
見
直
し
（
地
区
、
協
議
会
、
公
民
館
） 

②
役
員
数
並
び
に
組
織
の
見
直
し
の
検
討 
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令和4年度 決 算 報 告 
【.収 入】  

項   目 決算額 内   訳 

1 会費 1 会費 272,000 
大平 93 戸・石原 29 戸・切久保 39 戸 

中央 20 戸・野平 55 戸・舟場 36 戸 計 272 戸 

2 補助金 

1 交付金 81,925 日赤社資交付金 

1 地域づくり事業補助金 1,200,000 市補助金 

2 環境整備事業補助金 800,000 道路愛護事業補助金  

3 その他補助金 141,483 交通安全、防犯事業、市連合自治会 

3 繰越金 1 繰越金 889,760 前年度繰越金 

4 雑収入 1 雑収入 5,013 貯金利子他 

合   計 3,390,181  

 

項   目 決算額 内   訳 

1 総務費 1 会議費等 271,226 会議等参加旅費、 会議費他諸経費他 

2 協議会事業 1 地域づくり事業 843,116 八坂塾講師謝礼他 

3 総務部会事業 324,891  

 

1 交通安全対策事業 151,470 交通安全関係啓発用品他 

2 防犯対策事業 24,711 防犯対策啓発消耗品他 

3 広報紙発行事業 148,710 やさかだより作成費等 

4 健康福祉環境部会事業  956,146     
 

 

 

1 社会福祉事業 65,127 地区敬老会記念品補助 

2 環境整備事業 800,000 道路愛護事業補助金 

3 奉仕団活動事業 91,019 日赤奉仕団ボランティア保険料 奉仕団活動助成 他 

５地域振興部会事業 349,233  

 
1 定住促進事業 10,000 田舎暮らし体験ツアー謝礼他 

２地域振興紹介事業 339,233 花いっぱい事業、ホームページ管理料 

6 予備費 １予備費 1,944  

      合       計 2,746,556   

 

【支 出】 

(単位：円) 

 

収入 3,390,181 円-支出 2,746,556 円＝残額 643,625 円（次年度へ繰越） 

（５）先進地視察研修 
  11/14 長野市中条地区住民自治協議会（場所：長野市中条支所）参加者 6 名 
   

（６）公民館連携事業 
(１)八坂塾の開催 6 回 そば打ち教室他 
(２)公民館活動への支援  
お盆球技大会はマレットゴルフ大会を開催（8/6)、かるたもちつき大会はかるた大会のみ開催  
ふれあい運動会は小学校、中学校、保育園のみの開催で地域の参加は中止 

  八坂地区文化祭開催への協力 
 

（７）備品の購入 
  一眼レフカメラ・プロジェクター・簡易テント（2 張） 
 

       ○自治振興会長会議  自治振興会が推薦する役員の見直し・地区要望事項の取りまとめ 
              自治振興会組織の在り方について・定住促進住宅建設、次候補地等の検討 
       ○総 務 部 会     交通安全運動の実施、啓発活動・広報誌「やさかだより」の発行 他 
    ○健康福祉環境部会  老人スポーツ大会は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止 

八坂地区敬老会は、式典は中止とし、記念品の配布を行った 
道路愛護会の実施（年 4 回） 
日赤奉仕団八坂支部講習会「新型コロナウィルスの 3 つの顔を知ろう」の開催 
11/13 参加者 10 名 
地域支え合い事業「おでかけサロン」の活動 
7/20 舟場基幹センター（参加者 4 名）8/1 小菅集会所（参加者 3 名） 
9/26 小菅集会所(参加者 2 名) 
 

    ○地域振興部会   八坂ビューポイント整備及び、やさかボランティア隊活動の支援 
    6/12 ポケットパーク花植え作業（やさかボランティア隊、八坂商工倶楽部と共催）参加者 22 名 
        八坂地区花いっぱい事業（希望のあった 5 自治振興会に配布） 

7/2  移住者との交流会・田舎暮らし体験ツアーの開催〈野平ラベンダー園〉参加者 6 名 
7/17 やさかボランティア隊活動への支援 ラベンダーのせん定作業〈瀬口ラベンダー園〉 
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【.収 入】                                                  (単位：円) 

項   目 予算額 内   訳 

2 補助金 

交付金 

1 交付金 84,000 日赤社資交付金 

1 地域づくり事業補助金 1,200,000 市補助金 

2 環境整備事業補助金 800,000 道路愛護事業補助金  

3 その他補助金 135,000 交通安全対策事業、防犯事業、市連合自治会 

3 繰越金 1 繰越金 643625 前年度繰越金 

4 繰入金 1 基金繰入金 0 基金繰入金 

5 雑収入 1 雑収入 10,375 貯金利子 他 

合   計 3,140,000  

 
【支 出】 

項   目 予算額 内   訳 

1 総務費 1 会議費等 380,000 会議等参加旅費 会議資料用紙代他 

2 協議会事業 1 地域づくり事業 680,000 八坂塾講師謝礼八坂ビューポイント整備への協力他 

3 総務部会事業 380,000  

 

1 交通安全対策事業 190,000 交通安全関係会議旅費、交通安全啓発消耗品他 

2 防犯対策事業 40,000 会議等旅費防犯啓発消耗品他 

3 広報紙発行事業 150,000 「やさかだより」作成費 

4 健康福祉環境部会事業  11,040,000   

 

 

 

1 社会福祉事業   120,000 敬老会・高齢者の集いへの補助・地域支え合い事業 

2 環境整備事業 800,000 道路愛護活動補助金 

3 奉仕団活動事業 120,000 日赤奉仕団ボランティア保険料 奉仕団活動助成金他 

５地域振興部会事業 600,000  

 
1 定住促進事業 130,000 体験ツアー、移住者との交流会 

2 地域振興地域紹介事業 470,000 ホームページ管理料、花いっぱい事業経費      

6 予備費 １予備費 60,000  

      合       計 3,140,000   

令和 5 年度 事業計画 
 【事業計画】 

１ 協議会 
  ○ 定期総会    

○ 地域づくり協議会  
 ・八坂ビューポイント整備 

   ・先進地視察研修 
   ・国際芸術祭への協力（令和６年度開催予定） 
   ・定住人口増加対策の推進 
      ・地域間交流イベントの開催協力(八坂まつり)   
   ・陳情活動 市長、県、国道事務所等への陳情 
   ・地区内の課題等への対応 
   ・明野地区太陽光発電事業の協定に基づく対応 
   ・生ごみ堆肥化処理施設に関する監視等の対応  

【公民館連携事業の推進】 
公民館事業は 7Ｐ参照 
 

２ 自治振興会長会議  (随時開催) 
   ・市連合自治会事業等との連絡調整 
   ・自治組織の在り方の検討 
      ・地区要望事項の取りまとめ  
   ・愛護会事業の見直し 
   ・空き家の実態調査の継続 
   ・定住促進住宅建設候補地等の検討 
   ・その他必要事項 

３ 総務部 
・交通安全運動及び啓発活動  ４回/年 
・交通安全啓発用品の整備 
・防犯パトロール等の実施 
・「やさかだより」の発行 ６回/年 他  

  

４ 健康福祉環境部 
・八坂地区高齢者の集い・地区敬老会への協力 
・道路愛護活動環境美化事業 （4 回/年） 
・日赤奉仕団八坂分団活動の支援及び講習会の 
実施  

・地域支え合い事業「おでかけサロン」の実施  
 
５ 地域振興部会 
・八坂ビューポイントの整備 
 相川展望公園整備・八坂大滝・唐花見湿原等の
周辺整備 

・体験ツアー、移住者との交流会の企画、実施 
・八坂地区花いっぱい事業  
・ホームページの管理他 
・「やさかボランティア隊」活動への支援 
 地域づくりに関わる団体、学校支援ボランティ
ア活動への協力、たけのこ保育園、八坂小中学
校との連携に関すること等 

 

－4－ 

令和 5 年度 予算 



 

  

 

こ
の
四
月
か
ら
義
務
教
育
学
校

「
八
坂
小
中
学
校
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
四
月
七
日
は
開
校
式
を
行
い
、

続
い
て
始
業
式
、
そ
し
て
入
学
式
を

体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。
入
学
式
も

大
勢
の
ご
来
賓
と
保
護
者
の
皆
様
、

在
校
生
と
教
職
員
で
新
一
年
生
の
入

学
を
祝
い
ま
し
た
。 

今
年
は
八
名
の
新
入
生
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
入
生
は
、
入

学
式
で
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
し
っ
か
り
と
返
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

本
年
度
は
、
新
一
年
生
八
人
と
転
入

生
（
山
留
生
）
七
名
を
加
え
て
、
前
期

課
程
は
五
十
二
名
で
の
出
発
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
、
本
年
度
も
学

校
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

八
坂
小
中
学
校
前
期
課
程 

（
そ
よ
か
ぜ
校
舎
） 

義務教育学校「八坂小中学校」開校式 

四
月
七
日
（
金
） 

八
坂
小
中
学
校
開
校
式
・
一

学
期
始
業
式
の
あ
と
、
せ
せ
ら

ぎ
校
舎
に
移
動
し
て
「
進
級

式
」
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
の

「
入
学
式
」
と
生
徒
会
主
催
の

「
新
入
生
を
迎
え
る
会
」
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
の
会
で
し
た
。
生
徒
・
職
員
・

保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
伝

言
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

八
坂
小
中
学
校
後
期
課
程 

（
せ
せ
ら
ぎ
校
舎
） 

四
月
十
日
（
月
） 

七
年
生
：
六
名
、
八
年
生
：
二

名
、
九
年
生
：
七
名
の
総
勢
：
十

五
名
で
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
み
ん
な
で
「
は
い
! 

チ
ー
ズ
!!
」 
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4
月
4
日
（
火
）
、
た
け

の
こ
保
育
園
の
入
園
式
を
行

い
ま
し
た
。
新
入
児
4
名
、

転
園
児
1
名
を
迎
え
、
年
長

児
2
名
、
年
中
児
8
名
、
年

少
児
3
名
、
2
歳
児
2
名

の
15
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。 

 

翌
日
か
ら
さ
っ
そ
く
戸
外

に
出
て
、
遊
具
や
砂
場
で
遊

ん
だ
り
、
お
花
を
摘
ん
だ
り

し
ま
し
た
。
基
地
の
様
子
も

見
に
行
っ
て
、
ロ
ー
プ
で
斜

面
を
登
り
、
下
り
は
お
尻
で

す
べ
っ
て
く
る
子
も
い
ま
し

た
。 

 

自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
の

中
で
、
強
く
大
き
く
た
く
ま

し
く
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
様
に
元
気
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

 

育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 

｢学園生の心がまえ｣ 
１．山村留学中は、いつも自分の足で歩くよう努力し、自

然の中でたくさん活動し、「ここでしかできないこと」
をたくさんします。 

２．あいさつや、言葉づかいに気をつけ、「自分のことは
自分でやる」けじめのある生活をします。 

３．山村留学生活に必要なもの以外、必要以上に多く物を
持たず、物を大切にし、無駄なお金を使わない「がま
ん」する生活をします。 

４．食事は好き嫌いなく残さず食べ、感謝の気持ちを忘れ
ないようにします。 

５．自分のことだけでなく、相手の気持ちを考えながら過
ごすように努力します。特に、周りで困っていたり、
悩んでいる人のことを、みんなで考え、助け合って生
活します。 

６．自分の目標をもって生活し、収穫祭や修園のときには、
成長や成果を、自分の言葉と大きな声で堂々と発表し
ます。 

 

 今年度、八坂での山村留学は 48 期目を迎

え、山村留学センターでは 4 月 5 日に入園の

つどいを行い、八坂学園 17 名、美麻学園 14

名の計 31 名を迎えました。 

入園のつどいでは、「またダンコウバイの

花が咲く 3 月まで、皆で力を合わせて歩いて

行こう」という思いをこめて、ダンコウバイ

の花をわらぐつに一人ずつ挿していきました。

これからの生活に期待しつつも緊張した面持

ちで入場をする学園生が多く見られました。 

今年度は感染状況を見ながら、宿泊をとも

なった地域交流行事や、親子行事なども再開

していく予定です。八坂地区の皆様に支えて

いただきながら、この｢発祥の地｣での山村留

学の取り組みをこれからも大切に守りぬいて

いきます。本年度もどうぞよろしくお願いい

たします。 
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たけのこ保育園 



 

 

令和 5 年度  八坂公民館の行事予定 

  

◆八坂塾（地域文化伝承講座） ４月～３月 

郷土の自然、歴史、文化を学習する講座を行います。 

（竹細工、わら細工、文化財巡り、そば打ち講座等） 

◆高砂大学（高齢者学級） ６月～３月（全９回） 

  高齢者を対象にした生涯学習の講座です。 

◆すこやか広場（親子教室） ６月～３月（全９回） 

  乳幼児、未就園児と保護者を対象にした子育て学習と交流の場です。 

◆自然体験教室（通学合宿とキャンプ） ６月２１日～２５日 

  山村留学センターに宿泊して山村留学生との交流を行います。 

◆ゴルフ教室 ５月１９日・３１日・６月７日 

  ゴルフの基礎技術を学び、楽しく健康づくりを行います。 

◆第１１回ふれあい運動会 ６月１７日 

  地域、小中学校、保育園合同で開催します。 

◆マレットゴルフ大会 ８月５日 

  学友会と共催で行うマレットゴルフ大会です。 

◆八坂地区市民登山 ８月下旬 

  育てる会と合同で北アルプスに登ります。 

◆健康づくり教室（元笑気クラブ） １０月～１１月 

  自身の体力チェックを行い、適切な運動方法を学ぶ教室です。 

◆八坂地区文化祭 １０月２８日～２９日 

  地域の皆さんが一堂に会して行う文化の祭典です。 

◆八坂地域子育てセミナー １１月下旬 

  園児と小中学生及び保護者が体験学習を行い楽しく過ごす機会です。 

◆第４４回かるたもちつき大会 １月１３日 

  八坂郷土かるたともちつき体験を行い、郷土を学ぶ機会です。 

◆八坂、美麻、育てる会スキー交流会 １月・２月 

  山村留学生と交流を深め、スキーの技術を学ぶ機会です。 

◆レクリェーションスポーツ大会 ３月３日 

  冬季の運動不足解消と地域の交流を図ります。 

 

                      お問い合わせ 八坂公民館 ℡26-2380 

－7－ 



 
【令和５年４月１日付人事異動】本年度よりお世話になることになりました。どうぞよろしくお願いします。 

《八坂支所》 

【転任】 

牛越 光夫 退職 

中村 和正 八坂公民館へ 

佐藤 日和 保健センターへ 

【新任】 

海川 仁志  八坂支所長 

小林 茂敏  産業建設係 

峯村 可奈子 民生係 

 

 

《旧八坂小学校》 

【転任】 

熊谷 航 長野市立通明小学校へ 

栗原 孝奈(養護教諭) 長野市立川中島小学校

へ 

遠藤 綾子 退職 

松田 玲子（学習支援員） 大町東小学校へ 

《旧八坂中学校》 

【転任】 

片山 ますみ校長 長野市立若穂中学校へ 

《八坂小中学校》 

【新任】 

栗林 正幸  大町市より 

田上 龍生  長野市立安茂里小学校より 

大嶋 友理江 大町西小学校より 

山本 雅也  長野市より 

 

 

 

 

《たけのこ保育園》 

【転任】 

松井 弥生園長 くるみ保育園へ 

【転入】 

北村 幸 園長 みあさ保育園より 

宮田 朋華   くるみ保育園より 

 
令和 5 年度八坂小中学校職員組織 

前期課程（そよかぜ校舎） 後期課程（せせらぎ校舎） 

職名及び校務 氏名 職名及び校務 

校長 大滝仁 校長 

教頭 宮坂建樹 永田治 副校長 

教務主任 坂本秀行・中澤香織 教務主任 

研究主任 三枝祐紀・平林隆昭 研究主任 

ガイドライン （三枝祐紀）・徳嵩廣治 ガイドライン 

保健主事 大嶋友理江・小柳由紀子 保健主事 

生活指導主任 伊澤智子 徳嵩廣治 生活指導主事 

キャリア教育 平林隆昭 進路指導主事 

特別支援 Co 武田真由巳・上條貴久 特別支援 Co 

1 年 伊澤智子 徳嵩廣治 7 年 

2 年 坂本秀行 山本雅也 

3 年 三枝祐紀 武居美紗 8 年 

4 年 栗林正幸 洞澤陸 

5 年 田上龍生 吉澤正 9 年 

6 年 小出優子 平林隆昭 

はげみ 武田真由巳 上條貴久 はげみ 

英語専科 丸山いずみ （武居美紗） 

学習支援 ※公募による 藤巻正二（木） 技術科 

養護教諭 大嶋友理江・小柳由紀子 養護教諭 

事務主事 勝野あさみ・横沢美里 事務主事 

栄養教諭 原千夏 栄養教諭 

図書館司書 (火・金)宮澤理恵（火・木） 図書館司書 

ALT (火)ケビン・グレニー（火・木） ALT 

校務員 平林淳・北澤忠光 校務員 

 


